
令和４年度 岩崎地区市政座談会 提案課題と回答 

 

日時：令和４年７月19日（火）午後６時30分～  

場所：岩崎地区交流センター          

 

■提案課題① 

 公共インフラの今後の老朽化対策や計画について 

 

➢市からの回答 

 ○建築物最適化計画での考え方  

 ・平成30年度に策定した「北上市建築物最適化計画」に基づく、旧農業就

業改善センター、煤孫農村交流プラザ、旧岩崎新田小学校、旧煤孫小学

校の今後の予定については、以下のとおりです。  

 

 ●旧農業就業改善センター 

 ・令和４年度に、解体工事に係る実施設計を行う予定です。  

 ・令和５年度に、解体工事を実施する予定です。  

 ●煤孫農村交流プラザ 

 ・令和４年度に、昨年度の雪害により破損した採光窓を保護し、再発防止

を図るための工事を行う予定です。  

 ・令和５年度に、外壁のひび割れ部分の修繕を実施する予定です。  

 ・建築物最適化計画において、2042年の長寿命化工事と合わせて、スポー

ツ施設への変更を行う予定です。  

 ●旧岩崎新田小学校について  

 ・現在、旧岩崎新田小学校の一部を地域へ無償貸し付けしているところで

ありますが、「北上市建築物最適化計画」において、貸付けしている普

通財産については、老朽化が進み今後多額の維持管理費が見込まれるこ

とから廃止に向けて検討することとしています。 

 ・旧岩崎新田小学校については、計画上、令和６年度に廃止予定であるこ

とから、これから地域との協議を進めていきたいと考えています。  

 ●旧煤孫小学校について 

 ・現在、旧煤孫小学校は、庁内の文書保管場所として使用しているところ

ですが、令和６年度に解体工事を実施する予定です。  

 

 

 



 ○施工途中で工事が止まっている道路(市道6013896線)について 

  ●沢の入大官森線 

   当初事業 

   ・平成５年から平成14年に測量設計、用地補償、工事  

(全体延長L=2 , 2 0 4ｍのうちL=1 , 3 4 2ｍ整備済み) 

   ・平成14年から平成16年に遺跡調査 

    「上須々孫舘跡」遺跡の保存決定により事業休止  

    

   事業再開 

・平成26年度に事業着手し、測量設計を実施（延長 8 1 7ｍ）。 

   ・平成27年度に着工し、令和元年度時点で 4 2 0ｍが完了。 

・令和元年度は、工事及び地質調査を実施。  

   ・令和２年度は、用地取得及び物件移転補償を実施。  

   ・令和３年度は、一部区間の修正設計及地質調査を実施。  

   ・令和４年度は、構造物設計及び工事を再開し 1 3 0ｍを施工予定。 

   ・令和５年度以降も引き続き残区間の2 6 7ｍを施工し、令和６年度に

完成予定。 

   ※令和元年度工事の際、現況法面の土質が設計と異なることが分かり

（湧水発生）、工事の一部中止を行いました。この中止区間につい

ては、同年度に地質調査、令和３年度に修正設計を実施しました。

令和４年度に工事を行います。 

   ※令和３年度地質調査は、一般構造物（ｶﾙﾊﾞｰﾄ等）の設計に必要とな

る支持地盤の調査です。 

 

 

 ■提案課題② 

 民俗芸能の育成と伝承について 

 

➢市からの回答 

 ・総合計画基本方針３の「民俗芸能の育成と伝承」では、民俗芸能保存団

体（いわゆる保存会）への用具整備費用の補助と公演機会の拡充を行っ

ています。  

 ・公演機会についてですが、昨年度はコロナ禍で多くの催事が中止になり

ましたが、今年度は展勝地さくらまつりを皮切りに、新型コロナウイル

ス感染拡大防止の工夫の上で再開されるものが増えてきました。８月６

日、７日のみちのく芸能まつりは日程を短縮し実施することが決まり、



育成団体をプログラムに盛り込むことについて実行委員会での調整が続

いていると伺っております。  

 ・市では、令和元年度から民俗芸能の発表機会創出や情報発信など保存継

承を総合的に支援する業務を北上市民俗芸能協会に委託しています。こ

の中で10月16日には「秋の子どもみちのく芸能まつり2022」がさくらホ

ールを会場に予定されています。  

  このほか、鬼の館芸能公演や、定住自立圏における芸能団体の交流を進

める事業、民俗芸能の公開と収録を行う事業などがあります。  

 ・感染拡大を防ぎながら事業を推進していく方法は徐々に蓄積されてきて

いますので、多くの公演機会が確保できるように取り組んでまいります。  

 


